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学 会消息
（昭和48年 1月～12月）
0第 1回総会及び研究見学会
日 時 5月12日（土）午後 1時より
議 題 昭和47年度事業および会計報告
昭和48年度活動方針審議決定
坂井先生歓迎会，高尾先生・木田先生外遊歓送迎会，生
田先生学位取得祝賀会，植野先生公聡会計士二次試験委
員就任祝賀会
0第2回総会
日 時 12月5日（水）午後 3時より
議 題 商学会の財政問題について
0第1回学術講演会 経済学会と共催
日 時 10月17日（水）午後2時30分より
場 所第2学舎C棟 301教室
講 演 「硯代マルクス主義の潮流」
0第2回学術講演会
日時
場所
講演
〇第1回定例研究会
日時
場所
報告
ロンドン大学教授 ~- G. Hobsbaum 
12月3日（月）午後 1時より
第 2学舎E棟 101号教室
「資源問題と今後の我国の貿易政策」
神戸大学名誉教授
商学部と共催
経済学博士 藤井 茂氏
南山大学経営学部教授
1月30日（火） 12時より
経商研究棟4階会議室
「韓国の経済と農業」
韓国嶺南大学校商経大学経済学科副教授張鶴植氏
会員消息 (451) 167 
0第2回定例研究会
日 時 5月16日（水）午後 1時30分より
場 所 経商研究棟4階会議室
報 告 「代替的会計方法と意味論的目的適合性」
商学部専任講師岡部孝好氏
0第 3回定例研究会
日 時 9月19日（水） 12時より
場 所 経商研究棟4階会議室
報 告 「環境汚染とその最適制御」
商 学 部 助 手 広 田 俊 郎 氏
0第4回定例研究会
日 時 11月21日（水）午後2時より
場 所 経商研究棟4階会議室
報 告 「米国に於ける火災保険事業の生成」
0第5定例研究会
日時
場所
報告
〇会員の研究活動
＜著書＞
12月5日（水）午後 1時より
経商研究棟4階会議室
商学部助手永吉基治
「戦後アメリカ合衆国に於ける予算制度改革論の性格」
商学部専任講師横田 茂氏
来住 哲二『輸出実務の基礎知識と事例』（改訂版）大阪商工会議所 3月刊
広田 司朗 『硯代財政学』 （現代経済学全書13) ミネルヴァ書房 5月刊
＜翻訳＞
小西 善雄『時計』 （ケネス・アリエット著）主婦と生活社 9月刊
＜分担執筆＞
生田 靖桑原正信編『現代の農協運動論』（家の光協会 12月刊所収）
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第 2章 「資本主義の発展と協同組合の展開」
来住 哲二 『実用英語ハンドブック』 （改訂増補） （大修館書店10月刊所
収）第三部「文書実務（輸出の部）」第六部「貿易用語解説」
の項
高堂俊弥海道•島編『現代労務管理概論』 （有斐閣 6月刊所収）第7章
「ヒューマン・リレーションズ」
坂井 昭夫池上惇編『現代世界恐慌と資本輸出』 （青木書店 5月刊所収）
J[部 2章 3節「アメリカのヨーロッパ経済統合推進の戦略にか
んする若干の考察 J[部3章「低開発国にたいする資本輸出の
基本戦略」 J[部 5章 2節「アメリカ国際収支の具休的検討」
IV部 2章「世界企業と国家主権」「あとがき」
酒井文雄黒沢清編『精算表の作成原理と基本例』 （東京教育情報センク
-11月刊所収） 188-192頁「簿記論ケース・スクディ」，
東海林滋・ 『運輸と経済』連載講座‘‘交通の経済学”「海運史」 9月， 10
月， 11月号所収
末政芳信黒沢清編『財務諸表論ケース・スタディ』 （東京教育情報セン
クー 3月刊所収）第3部第4 CA) 「資産の部」
久保田音二郎編『原価会計』 （有斐閣 7月刊所収）第 6章「利
益計画と原価情報」
黒沢 清編『簿記論ケース・スタディ』 （東京教育情報センタ
-1月刊所収）第2部第 3 (B)「精算表の作成 1,問題15,17」
広田 司朗林栄夫，柴田徳街，高橋誠，宮本憲一編『現代財政学体系(4)・
現代国際財政論』 （有斐閣12月刊所収） 「経済統合の財政理論
-ECの財政統合について一」
保田 芳昭 森下二次也監修『マーケティング経済論』下巻（ミネルヴァ書
房 5月刊所収）第14章．「マーケティング・イデオロギー」
秋本育夫・橋本勲編『独占とマーケティング』 （有信堂 8月刊
所収）第3章「マーケティング・コンセプト」
会員消息 (453) 169 
山本義徳 秋本育夫・楢本勲編『独占とマーケティング』 （有信堂 8月刊
所収）第4章「マーケティング・システム」
＜論文＞
飯野春樹 「『経営者の役割』執筆過程における協同体系と組織の概念に
ついて」商学論集17巻 5• 6号2月刊所収
「バーナドをめぐる若千の考察」日本経営学会編『経営と環境』
千倉書房10月刊所収
生田 靖 「農協運動と役職員問題」『農業協同組合』 1月号 (19巻1号）
所収
「消費者協同組合の成立過程ーイギリス初期資本主義の一駒ー」
『商学論集』 18巻 2号6月刊所収
岡部 孝好 「意味論的目的適合性と語用論的目的適合性ー外部会計におけ
加藤義忠
来住哲二
木 田和雄
木村 滋
坂井昭夫
る最適測度の選択問題ー」『商学論集』 18巻 1号4月刊所収
「代替的会計方法と意味論的目的適合性」 『企業会計』 25巻11
号11月刊所収
「商業資本の一種としての貨幣取扱資本について」 『経済』
No. 112 8月号所収
「新しい貿易実務」 (1)~(9)『時事英語研究』 4月～12月所収
「ラテン・アメリカにおける原住民社会の発展過程」 『商学論
集』 18巻 2号6月刊所収
「リスク・アバーションと外国為替取引」 『商学論集』 18巻 3
号8月刊所収
「“公共経済学”の基本的性格」 『経済』 No.107 3月刊所収
池上惇•坂井昭夫「アメリカ国際収支の動向」『経済』 No.108
4月刊所収
「近代経済学の財政論に見る新しい傾向」 『商学論集』 18巻 2
号 6月刊所収
「アメリカのエネルギー戦略」 『経済』 No.113 9月刊所収
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清水 宗一 「減価償却の金融的機能についての一考察」『企業会計』 25巻
1号 1月刊所収
「資産評価と資本利得」 『産業経理』 33巻 3号 3月刊所収
東海林 滋 「定期船政策における国際調整の展開」『商学論集』 17巻 5.
6号2月刊所収
「港湾管理における中央と地方」 『近代港湾』 5巻4号4月刊
所収
「発展途上国海運問題の基本的考察」『海事産業研究所報』 No.
84 6月刊所収
末政 芳信 「製品ラインの意思決定のための会計ーゴールド氏による損益
分岐点分析の利用拡大方向一」 『産業経理』 33巻 2号 2月刊所
収
長砂 実 「社会主義ソ連の“公害’'問題ーその現実，対策および理論ー」
『公害研究』 2巻 4号4月刊所収
「レーニンのトロッキー批判」 『経済』 No.11410月刊所収
「ふたたび純粋‘‘社会主義’'論についてー福島教授の反論に答え
る一」『商学論集』 18巻 3号8月刊所収
「社会主義に関する古典的諸命題の現代的意義」 『唯物論』汐
文社創刊号12月刊所収
「社会的所有と‘‘個人的所有”ーマルクスの‘‘否定の否定”をめぐ
る論争によせて一」 『近代化の研究』 lI関西大学経済政治研究
所研究双書12月刊所収
松尾 車正 「財務会計の枠組(1)-APB ステイトメント第4号を中心と
して一」『商学論集』 17巻 5• 6号 2月刊所収
「財務会計の枠組(JI)-APB ステイトメント第4号を中心と
して一」『商学論集』 18巻 1号4月刊所収
山崎 紀男 「昭和ーケタ管理職とマーケティンゲ」『55』 No.1034月刊
所収
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＜資料＞
飯野春樹 「回想のバーナ......ド(I), (]I），（][）」『商学論集』 18巻 1号
4月刊， 2号6月刊， 3号8月刊所収
生田 靖協同組合経営研究所『農畜産物流通の新形態と協同組合，住民
の対応』 3月刊所収 1Vー 1 農協青果物市場 Y-1 京都
府における地方，類似市場， Vl 千里ニュークウン農産物直送
センクー 圃京都府経済連「総合流通センクー」山村振興調
査会『林業及び観光開発と山村社会環境』 3月刊所収 第2章
・就業構造と労働力市場 第4章・農業の状態と問題点
岡部 孝好 「環境情報と会計情報との関連」『企業会計』 25巻11号11月刊
所収
来住 哲二 「為替予約」『Chamber』 No.255, 2月刊 「委託加工貿易
について」同 No.257, 4月刊， 「船荷証券に関する信用状の
記載文言」同 No.259, 6月刊， 「輸入金融について」同 No.
261, 8月刊，「最終船積日の延長と信用状有効期限の延長との
関係」同 No.264, 12月刊所収
末政 芳信 「植野郁太委員の学風とその特色」『会計人コース』 8巻 9号
＜紹介＞
7月刊所収
日本会計研究学会統一論題報告要旨「アメリカ連結財務諸表の
特徴」『企業会計』 25巻12号12月刊所収
坂井昭夫 「『硯代世界恐慌と資本輸出 の刊行に思う」基礎理論研究所
『経済科学通信』 No.6夏季号所収
東海林滋 I,Bird, Seaports and Seaport Terminals, 1971, 日本港湾
経済学会． 73年版『港湾と地域経済・社会』 10月刊所収
寺尾 晃洋 「佐々木弘著『イギリス公企業論の系譜』」『国民経済雑誌』128
巻 3号， 9月刊所収
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＜学会報告＞
生田 靖 「日本資本主義の発達と産業組合」日本史研究会近代部会 3 
月於立命館大学
加藤 義忠 「貨幣取扱資本について」商業学会関西部会 2月10日於大阪
市立大学
木村 滋 「直物・先物為替市場の均衡一金利裁定・為替投機・外国貿易」
国際経済学会関西総会 6月10日 於京都大学
坂井 昭夫 「‘‘公共経済学”の基本的性格」経済理論学会関西部会 4月於
京都大学
「世界企業と国家主権の相互関連に関する一視角」 経済理論
学会第21回大会 10月於山口大学
末政 芳信 統一論題報告「アメリカ連結財務諸表の特徴」日本会計研究学
会第23回関西部会 10月20日 於和歌山大学
長砂 実 「社会的所有と‘‘個人的所有'’」第13回社会主義経済学会全国大
会 9月22~23日 於明治大学
保田 芳昭 「マーケィング論とイデオロギー」 日本商業学会 関西部会
4月21日 於関西大学
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関西大学商学会規則
第 1条本会は関西大学商学会と称する。
第 2条 本会は商学並びに経済学に関する学術の研究及びこれに関する事業
を行なうことを目的とする。
第 3条本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「関西大学商学論集」の発行。
2. 研究会及び講演会の随時開催。
3. その他適当と認めた事業。
第 4条 本会は次のものをもって組織する。
1. 正会員
1. 開西大学商学部の教授，助教授，専任講師，助手。
2. 前号以外の関西大学の教育職員であって，評議員会において
入会を認められたもの。
2. 学生会員
1. 関西大学商学部の学生。
2. 商学並びに経済学に関する課程をおさめている関西大学大学
院学生。
3. 普通会員
商学並びに経済学に関する課程をおさめた関西大学各学部の
卒業生であって，評議員会によって入会を認められたもの。
4. 賛助会員
評議員会において適当と認めたもの。
5. 名誉会員
継続して15年以上評議員として在任し，当学会に貢献のあっ
たもの。
第 5条本会の事務所は関西大学商学部内におく。
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条6条 本会に評議員をおき，本会の運営は評議員会によってこれを行なう。
評議員会は関西大学商学部教授，助教授，専任講師，助手をもって
これに充てる。
第7条本会に次の役員をおく。
1. 会 長 商学部長をおす。
2. 常任委員 評議員中より若千名を互選する。
第 8条役員の任期をすべて 1年とする。ただし重任を妨げない。
第9条 本会に顧問をおくことが出来る。顧問は評議員会において推薦する。
第10条会員は，次の区別により会費を納めることを要する。
1. 正会員年額 4,000円
2. 学生会員 年額 1,000円
3. 普遥会員 年額 1,000円
4. 賛助会員 年額 4,000円
第11条 本会の運営は会員の会費及び寄附金をもってこれに充てる。
第12条会員は機関詰・「関西大学商学論集」の配布を受け，その他本会の行
なう事業にに参加することができる。
第13条 本会の会計年度は毎年4月1日に始まり翌年 3月末日に終る。
第14条 本会則の改正変更は評議員会の決議による。
附則 1 「商学論集」の発行は当分年 6回とする。「特集号」はこの限りで
ない。
